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でん粉原料用馬鈴しょ新品種「コナユタカ」の開発
多収で、ジャガイモシストセンチュウ抵抗性のでん粉原料用馬鈴しょ新品種「コナユタカ」を開発しました

２ 道内各産地で多収性を示す

背 景

成 果

期待される効果

３ 線虫への抵抗性が高い

・馬鈴しょでん粉の安定供給に寄与することができ、企業と生産者の双方の利益性向上。
・線虫抵抗性品種の普及により、北海道の畑輪作に大きく貢献。

１ でん粉収量が多い（高収益）

現行の主力品種「コナフブキ」
より１０％以上の多収で
高い収益性が得られます

ジャガイモシストセンチュウ
に対して抵抗性を持ち
生産者が安心して栽培できます年次・栽培地域を問わず、概ね多収です

でん粉収量の比較
（平成23～25年 ）

協力機関：北海道馬鈴しょ生産安定基金協会

線虫弱品種の
根の拡大写真

シスト(卵塊)

抵抗性品種は
センチュウ汚染ほ場でも

シストが付かず減収しない!

養分を
吸収され
被害甚大

・多収のでん粉原料用馬鈴しょ品種を求める現場からの強い要望。
・現行の主力品種「コナフブキ」は、馬鈴しょ生産の大敵である線虫に弱く、安定生産が困難。

オホーツク振興局
Ａ町

十勝振興局
B町

オホーツク振興局
C町

道総研 農業研究本部 北見農業試験場

電話：011-747-2804
http://www.hro.or.jp
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でん粉収量の地域間比較
（平成23～25年 延べ19事例）
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